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 【科学する心】の育成 
～身近なものを用いて家庭でもできる実験～ 
片山 裕美†・石橋 啓逸††・西田中 多美子†††・田中 義幸†††† 
 
Cultivate a scientific mind ! 
~ Science experiments using common household items ~ 
 Yumi  KATAYAMA† , Keiichi  ISHIBASHI††, Tamiko NISHITANAKA††† and Yoshiyuki TANAKA†††† 
 
ABSTRACT 
Department of Chemistry, Center for Liberal Arts and Sciences, Hachinohe Institute of Technology has 
tried to conduct the introduction experiments using common household items in a short time. We 
challenged the experiments regarding detection error of volumetric pipette, quantitative analysis, 
neutralization reaction, synthesis of ethyl acetate, and colorimetric analysis. Through these experiments, it 
was designed for students to have first-hand knowledge of science in their daily life and generate some 
interests in learning. We also aimed to apply our lecture of chemical experiment to the field of active 
learning. 
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実験では、中和滴定に使用する 10 mL ホールピペ
ットの容量に関する誤差を取り上げ、流出させ
























が、約 1 分間に約 1 ºCも温度上昇をし、驚きの声
が上がった。 
 
2.2【科学する心】 Part 2 
「定性分析」（何が入っているか）の実験前
Fig. 1  体温が水に伝わることを確認 
【科学する心】の育成～身近なものを用いて家庭でもできる実験～（片山・石橋・西田中・田中） 


















① 蒸留水にイソジン（うがい薬）4 ~ 5 滴を加
える (Fig. 2(a) ) 。 
② 市販のビタミンＣ錠剤（アスコルビン酸）
を蒸留水に溶かし、その水溶液にイソジン
（うがい薬）4 ~ 5 滴を加える (Fig. 2(b) )。 
③ 蒸留水にレモンの絞り汁を入れ、イソジン
（うがい薬）4 ~ 5 滴を加える (Fig. 2(c) )。 
④ ジャガイモ（男爵イモ）を手でつぶし（ラ
ップ使用）、蒸留水にその汁を加え、イ    

















  身近にあるジャガイモにもビタミンC が含まれ
ていることに学生一人ひとりが目を見開き、驚
きをもって観察した。ジャガイモはデンプンを
含むため最初ヨウ素デンプン反応 (Fig. 3) が出現
する（青変）が、しばらくすると無色透明に変
化した。 




(a) (b) (c) (d) 
Fig. 2 ビタミン C の定性実験，(a) ポビ
ドンヨード液のみ，(b)  (a)＋市販
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は、pH ＝ 6.2 ~ 6.6（弱酸性）、卵白(白身）は、





















CaCO3 (卵の殻) +  2CH3COOH (酢) → 









































梅 干 し を 入 れ そ の 色 の 変 化 を 観       
察する。炭化した梅干しの他に、炭化した


























くでよく観察する。『料理酒』の中に含まれて   
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く見えるのは、12 色環において赤色の反対側の    
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ることを目的とし、本学が推進しているアクティブラーニング （ Active learning ）につなげることを目
指した。 
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